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資料１ 

 

大阪市障がい者施策推進協議会 発達障がい者支援部会 

 次 第 

 

 

日  時：平成 29 年 9 月 11 日（月）午後 2 時～4 時  

場  所：大阪市役所 屋上階（P1）共通会議室    

 

 

〔議事次第〕 

 

１ 開  会 

 

２ 部会長選出 

 

３ 議  題 

 

（１） 発達障がい者支援センター事業実施状況について 

 

 

（２） 発達障がい者支援施策の実施状況等について 

 

 

（３） 次期大阪市障がい者支援計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画 

の策定について 

 

（４） その他 

 

 

   ４ 閉  会 

 

 

 

 

 



〔配付資料〕 

 

大阪市障がい者施策推進協議会 発達障がい者支援部会 専門委員名簿 

 

大阪市障害者施策推進協議会条例 

 

資 料 １   発達障がい者支援センター事業実施状況について 

 

 

資 料 ２   発達障がい者支援施策の実施状況等について 

 

資料２【別添資料】 発達障がい者就業支援コーディネーター事業実施報告 

 

 

資 料 ３   次期大阪市障がい者支援計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画（素案） 

 

資 料 ４  その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪市障がい者施策推進協議会 発達障がい者支援部会 

 次 第 

 

 

日  時：平成 30 年 2 月 9 日（金）午前 10 時～12 時  

場  所：大阪市役所  地下１階  第 11 共通会議室   

 

 

〔議事次第〕 

 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

 

（１） 発達障がい者支援センター事業実施状況について 

 

 

（２） 発達障がい者支援施策の実施状況等について 

 

 

（３） 次期「大阪市障がい者支援計画・障がい福祉計画・障がい児福祉計画・障がい児福

祉計画」（素案）に対するパブリック・コメントの実施結果及び次期計画（案）に

ついて 

 

（４） その他 

 

 

   ３ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔配付資料〕 

 

大阪市障がい者施策推進協議会 発達障がい者支援部会 専門委員名簿 

 

大阪市障害者施策推進協議会条例 

 

資 料 １   発達障がい者支援センター事業実施状況について 

 

 

資 料 ２   発達障がい者支援施策の実施状況等について 

 

資料２【別添資料】 発達障がい者就業支援コーディネーター事業実施報告 

 

 

資 料 ３   「大阪市障がい者支援計画・第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画 

（素案）」に対するパブリック・コメントの実施結果について 

 

資 料 ４  パブリック・コメント後の修正点一覧 

 

資 料 ５    大阪市障がい者支援計画・第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画（案） 

  

資 料 ６  その他 

        資料6-1 切れ目のない支援の引継ぎの仕組みづくりについて 

        資料6-2 発達障がいに係る医療機関の公表について 

 

 



                                     資料２ 

 

「こころとからだのワークショップ」実施報告 

 

【平成２９年度】 

1．目的 

発達障がいがある成人期の方たちが小グループで感情やそのコントロール方法、感情とからだのつながり

等についてともに学び、からだを動かすことによるリラックス効果や楽しさを体験する、また、自分の得

意・不得意について話し合う機会を設定することにより、就労するために大切な「健康維持」や「感情の

コントロール」「自己理解」への気づきと日常での工夫実施のきっかけとすることを目指す。 

２．参加者  

  平成２９年度大阪市発達障がい者支援センターに就労を目的に相談来所され、まだ就労支援機関の利用に

至っていない、成人期の発達障がいの当事者８名（在宅、男性６名、女性２名、20～30歳；平均年齢

25. 4歳）。就労移行支援事業所のスタッフ２名が見学参加された。 

３．実施頻度・場所 

  ・実施頻度 … 10/２４ ～ ２／２０ 連続 6回（１―２/M）実施 

・実施場所 … 長居障がい者スポーツセンター 

４．方法・内容 

  ①方法 … グループワーク（GW）＋からだを動かす体験 

・GW：ワークシート活用による学習、話し合い 

        ・からだを動かす体験：深呼吸＋ストレッチ、軽スポーツ（ボッチャなど）、コグトレ 

②GW内容… 

1回目 自己紹介、感情学習（よろこび・リラックス）、 

きっかけカード・楽しいことの本・コーピンググッズの紹介、好きなこと探し 

 2回目 感情学習（うれしい・リラックスした）（どんな時に・からだの状態）、 

脳内ホルモンの話、感情修復ツール（きっかけカード：好きなものの写真など）の作成・紹介 

   ３回目 うれしいこと日記、感情学習（不安・怒り）（どんな時・からだの状態）、 

感情修復ツールの作成・紹介 

   ４回目 うれしいこと日記、きっかけカードを使ってみた感想、不安を減らすのに役立つ活動、 

感情修復ツールの作成・紹介 

   ５回目 うれしいこと日記、感情修復ツールを使ってみた感想、 

感情修復ツール（ツールボックス）の作成、からだを動かす体験 

   ６回目 うれしいこと日記、感情修復ツール（ツールボックス）を使ってみた感想、 

マイナス⇒プラス変換ワーク 

５．支援者向け公開講座「認知機能強化トレーニング コグトレ体験研修会」の実施 

   ＜資料 1-2 【別紙】＞参照 

６．効果検証 

  ① アンケート結果（毎回参加者全員に実施）など 

   参加者全員、GWとからだを動かす体験の役立ち度・理解度の評価は、4段階評価で３（役に立った・

わかりやすかった）または４（とても役に立った・とてもわかりやすかった）であり、からだを動かす 

体験の評価は両者ともに高かった。 

② 参加者の感想（抜粋）・経過 

   ・からだを動かせて楽しかった ・ボッチャがすごく楽しかった ・リラックス方法がよくわかった 

   ・他の人の感じ方やリラックス方法をきいて役に立った。 

７．今後の課題 

   ・GWの普及～実施希望がある支援者の参加・研修の実施 

【平成３０年度（予定）】 

 ２9年度と同様の手法により実施すると共に、ＧＷの普及をめざし支援者の参加や研修の場の設定を引き続

き行う。 



                               資料３ 

 

平成 29年度「コグトレ体験研修会」実施報告 

1．目的 

発達障がいがある方は、認知の歪みから来る社会性や不器用などの問題を抱えている事が多い。

コグトレは、みる・きく・想像するための認知機能を強化し、不器用さや社会への適応力を上げ

る為に開発されたトレーニング方法で、既に少年院や特別支援学級の子ども達への指導で効果を

上げている。今回は、発達障がいの方の支援等に携わっておられる小・中学校の特別支援教育コ

ーディネーターの先生方や、事業所の職員向けに、新しい支援方法として、コグトレを体験して

いただき、今後の支援に役立てていただくことをめざした。 

 

２．参加者  

  今回は、大阪市教育委員会事務局インクルーシブ教育推進室を通じ、小・中学校の特別支援教育

コーディネーターに周知し、エルムおおさかと蜜に連携している発達障がいのある方の支援に携

る事業所の職員に案内をした。参加の内訳は、教育関係者 43名、行政職 3名、事業所職員 9

名、当センター関係職員 9名、講師 2名の総合計 66名 

 

３．実施日・場所 

  ・実施日 … 平成 30年 1月 7日（日）     ・実施場所 … ブリーゼプラザ 小ホール 

 

４．方法・内容 

   午前中に当センター関係職員・事業所職員向けに、アウトラインの説明と身体の動かし方について

指導を受け、午後からは、参加者全員に対する「認知機能強化トレーニング」についての概論、そ

の後、5人一組のグループに分かれて認知作業トレーニングの体験を行った。 

（認知作業トレーニングの体験の際には、午前中に指導を受けた当センター関係職員等がコリーダ

ーとなって、それぞれのグループの進行に携わった。） 

        

５．効果検証 

  ① アンケート結果 

   講演内容について、理解度・満足度ともに 92％の方が分かりやすかった、大変参考になったと回

答されており、残りの方も分かりやすかった、参考になったと回答、いずれも好評だった事が窺え

る結果が出ている。 

② 参加者の感想・意見 

 ・自分が求めていたものがコレだと実感し、書籍を購入して実践していきたいと思う 

 ・支援学級でコグトレをやっている。落ち着いてきたり、黒板がずいぶん写せるようになった。 

 ・実践をふまえた内容で楽しく受講出来た。今後の療育に活かしていきたいと思う。 

  ③今後の学校園・事業所等での手法導入について 

   本格的に実践するには更なる講習参加が必要であるが、支援の幅を広げていただく為の情報提供と

しては、今回のような体験研修会は、一定の効果があったものと考える。 

   

６．今後の課題 

  コグトレ体験研修会で学んだ「相手の感情を理解するベースになる模倣課題」や「２つのうち１つの

動作を制御するトレーニング」などを、ワークショップのからだを動かす体験の中に取り入れ、参加

した当事者の方には楽しみながら体験いただく事ができた。今後も当事者参加型の活動の中にコグト

レのエッセンスを取り入れ、各々の認知の力を引き上げる一助としたい。今回の研修会を受けた移行

支援事業所や訓練校とも、今後も引き続き連携しながら実践していけたらと考えている。 

  



分野 機関（所属） 職種または役職等

大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンター 診療所 医師

大阪市立総合医療センター　療育相談室　担当者 相談員

母子保健 大阪市こども青少年局　子育て支援部　管理課 保健師

大阪市こども青少年局　保育施策部　保育所運営課 保育士

大阪市教育委員会事務局　指導部　初等教育担当 指導主事

大阪市教育委員会事務局　指導部　中学校教育担当 指導主事

大阪市教育委員会事務局　指導部
　高等学校教育担当　高等学校教育グループ

指導主事

大阪市教育委員会事務局　指導部
  インクルーシブ教育推進担当　インクルーシブ教育推進グループ

指導主事

大阪市こども青少年局こども相談センター
教育相談担当

指導主事

知的障がい者
更生相談所

大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンター
相談課

心理士または相談員

児童相談所
大阪市こども青少年局こども相談センター
運営担当

障がい相談担当
心理士または相談員

児童発達支援
（事業所）

大阪市更生療育センター
療育支援担当副主幹

支援員

相談支援
（事業所）

大阪市障がい者基幹相談支援センター 副所長

就労
（相談支援）

大阪市障がい者就業・生活支援センター
発達障がい者就業支援

コーディネーター

就労
（事業所）

サテライト・オフィス平野　所長 支援員

大阪ＬＤ親の会「おたふく会」　副代表

大阪自閉スペクトラム症協会　理事

施策担当
大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンター
  相談課（発達障がい者支援）

担当係長

全委員１８名

医療

教育

当事者
（親の会）

平成29年度　大阪市発達障がい者支援センター連絡協議会委員名簿
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資料５ 

 

情報共有ツールを活用した支援の仕組みづくりのための 

他都市状況調査実施にかかる「発達障がい者支援センター連絡協議会」 

及び「発達障がい者支援部会（企画推進委員会）」からの意見内容 

 

 意見内容 

発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会 

親の会からの意見 

・成人期まで使えるサポートブックを求めていた。 

使いやすく内容が充実したものを一緒に作っていきたい。 

・他都市調査はしっかりと進めるべき。 

時間がかかると思うが他の状況を広く把握しまとめたものを是非

見せてほしい。 

・家族が、特に知ってもらいたいと思っている情報としては「パニ

ックを起こす兆候やきっかけ」「パニック時の対応方法」がある。そ

の他も色々あるので「親の会」には必ず意見を求めて欲しい。 

教育委員会事務局 

（高校担当） 

からの意見 

・高校→企業への就職の際などは「個別指導計画」を用いて共有を

図り、上手くいくことがある。 

・よい事例はどんどん広めて欲しい。 

・一方で、「仕組みづくり」がイメージしにくい。 

ツールがあるだけではなぜダメなのかを知り議論を行う必要があ

る。 

相談支援事業所 

からの意見 

・卒業後、しばらく時間が経つと学校と企業が直接はつながりにく

く、企業に「特性」「対応方法」「配慮事項」が伝わりにくい。なぜ

なら「伝えるための仕組みが無いから。」である。 

だからこそ、「情報共有ツール」と「活用するための仕組み」をセッ

トで構築することに意味がある。 

発
達
障
が
い
者
支
援
部
会 

発達障がい者支

援部会（企画推

進委員会）委員

からの意見 

・ツールも大切であるが、その内容や活用方法は当事者の意思やニ

ーズが反映され、当事者にとって有益なものでなくてはならない。 

・情報共有ツールの形式は色々考えられるが、情報を積み上げてい

くような形式が可能であれば、それは当事者及び保護者の財産とな

る。効率性だけでなく、そういった視点ももって検討していただき

たい。 

 



■本調査票を作成された部署名、連絡先の記入をお願いします。

都 道
府 県

1 発達障がい者支援について、関係部局で横断的に検討する庁内部署や庁内会議がありますか。

2 発達障がい者支援に関する情報共有を行ったり、支援の検討を行う庁外の関係者を交えた場がありますか。

）

）

1 情報共有ツール（サポートブック等）を作成していますか。

➣

➣ 「⑵ 無」の場合、【8】、 D　の質問に回答をお願いします。以上でアンケートは終了です。

【1】 配付対象者について（複数回答可）

①診断の有無を問わず希望者全員 ②診断のある方（及び家族）

③ 支援者が必要と判断した方（及び家族） ④その他 （ ）

①自治体ホームページからのダウンロード

②紙媒体で希望者に配付 （ 担当部署； ）

③診断時に医療機関で配付 （ ・ ）

④健診時 （ ・ ） に配付 （ ・ ）

⑤入学（園）説明会時 （ ・ ・ ・ ・ ・

・ （ ） ） に配付 （ ・ ）

⑥障がい者手帳申請時に配付 （ ・ ）

⑦障がい福祉サービス利用申請時に配付 （ ・ ）

⑧発達障がい者支援センターなど、相談機関における相談時に配付 （ ・ ）

⑨その他 （ ）

「⑴ 有」の場合、【1】から【7】及び C　、D　の質問に回答をお願いします。

【2】配付の方法・機会について（複数回答可。( )内の選択肢等にも選択・記載をお願いします。）

希望者

大学 その他

希望者 全員

乳幼児 就学時 希望者 全員

高校

無 有
（名称：

（事務局連絡先：

Ｂ．情報共有ツール（サポートブック等）の作成状況について

有 無⑴ ⑵

Ａ．自治体情報について

無 有 （部署名： 連絡先： ）

発達障がいに係る情報共有ツールの作成状況、活用状況等に関する調査

貴自治体名

部署名

連絡先、担当

市

局 係

内線： 担当：

部 課

希望者 全員

全員

希望者 全員

保育園 幼稚園 小学校 中学校

希望者 全員

資料６



【3】情報共有ツール（サポートブック等）への情報記入を行う期間はどの範囲を想定し作成されていますか。

以下に記述してください。

【4】情報共有ツール（サポートブック等）の形状について教えてください。（複数回答可）

①手軽に持ち運ぶことができることを想定した大きさ・重さのノートまたはファイル

②家庭で保管することを想定したファイル

③パソコンで管理や確認ができるデータファイルやスマートフォンで確認できるアプリなど

④その他 （ ）

【5】情報共有ツール（サポートブック等）について、今後見直しの予定はありますか。

①見直し予定なし

②見直し予定あり

➣ 「②見直し予定あり」の場合、見直す理由を教えてください。

【6】情報共有ツール（サポートブック等）について、見直しを行ったことはありますか。

①見直しを行ったことはない

②見直しを行ったことがある

➣ 「②見直しを行ったことがある」場合、以下の質問にもお答えください。

b 見直しを行った点はどこですか。

a 見直しを行ったきっかけ（理由）は何ですか。

c 情報共有ツールの見直しについて検討した場（組織など）を教えてください。

例：幼児期から小学校入学まで



【７】貴自治体作成の情報共有ツール（サポートブック等）の様式をご恵与くださいますようお願いします。

（紹介しておられるホームページのURL、PDFデータ等で結構です。もし、紙媒体のみで郵送となる

場合には、担当までご連絡ください。）

また、都道府県内の市町村（政令市を除く）において作成している状況を把握しておられる場合、

作成市町村名等を教えてください。

《【8】は、情報共有ツール（サポートブック等）を作成されていない自治体への質問です。》

【8】情報共有ツール（サポートブック等）の作成について、検討されていますか。

①検討中

②検討予定

③検討予定なし

⇒「　Ｄ．支援の引継ぎに関する取組みについて」　へお進みください。

1 情報共有ツール（サポートブック等）の年間配付件数を把握しておられますか。

➣ 「⑴ 把握している」場合、次の【1】の質問にお答えください。

➣ 「⑵ 把握していない」場合は、2 へ進んでください。

【1】年間配付件数が多い時期の順に、番号を並べてください。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

2 情報共有ツール（サポートブック等）の活用状況について把握しておられますか。

（実績件数の把握まで至らなくとも状況の把握で結構です。）

＞

大学・短大・専門学校等

学校卒業後（就労移行・就業訓練期間含む） 就職後

（多い順に）

＞ ＞

就学前 小学校 中学校 高等学校

＞ ＞ ＞

把握している ⑵ 把握していない

市町村名及びツールの名称：

Ｃ．情報共有ツール（サポートブック等）の活用状況について

⑴



➣ 「⑴ 把握している」場合、次の【1】から【5】の質問にお答えください。

➣ 「⑵ 把握していない」場合は、「Ｄ．支援の引継ぎに関する取組みについて」 へ進んでください。

【1】活用度が高い時期の順に、番号を並べてください。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

【2】活用状況については、どのような方法で把握されていますか。（複数回答可）

①関係機関へのアンケート調査を実施

②関係機関が行政等へ提出する実績報告等から把握できるよう設定している。

③各種講座や研修会実施時の受講者アンケートから把握できるよう設定している。

（ ）

【3】情報共有ツールを活用していただくために、どのような工夫（周知など）をされていますか。（自由記述）

【4】情報共有ツールの活用があまり進まない、進んでいない場合、その理由についてどのようなことが

考えられると思いますか。（自由記述）

【5】上記【2】①～③にご回答いただいた場合、調査結果・報告様式等についてご恵与くださるよう

（紹介しておられるホームページのURL、PDFデータ等で結構です。もし、紙媒体のみで郵送となる

場合には、担当までご連絡ください。）

（ホームページURL等： ）

お願いします。

④その他

大学・短大・専門学校等

学校卒業後（就労移行・就業訓練期間含む） 就職後

（多い順に）

＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞

⑴ 把握している ⑵ 把握していない

就学前 小学校 中学校 高等学校



1 支援の引継ぎを進めるために行っておられる取組みがあれば、ご教示ください。（自由記述）

（ 例：「手引書」の作成、定期的な研修会　など ）

2 上記1の取組みがある場合、取組みの対象者及び対象機関についてご教示ください。（自由記述）

3 サポートブック等の情報共有ツールを活用し、支援の引継ぎを円滑に進めるために必要なことは、どん

なことがあるとお考えですか。（自由記述）

調査表に関するお問合せ先

 〒547-0026

 大阪市平野区喜連西6-2-55

 大阪市立心身障がい者リハビリテーションセンター発達障がい者支援室

 　（担当：世古　・亀山）

 電話：06-6797-6560 ＦＡＸ：06-6797-8222

 Ｅ－ｍａｉｌ：　fa0034@city.osaka.lg.jp

調査は以上です。ご協力ありがとうございました。

Ｄ．支援の引継ぎに関する取組みについて



● 発達ノートの使用場面
・幼稚園　　　・初めて事業所を使う時　　　・自分の記録　　　・まだ記入しているだけで使っていない

● 発達ノートを使用しない理由
・別のサポートブック使用 15%

・内容が使いにくい 5%

・利用する機会・必要なし 64%

・その他 14%

・無回答 2%

● 上記で「その他」と回答した者の理由
・使い方や活用方法がわかりにくい

・知らなかった

・その他

　　・なかなかゆっくり時間が取れず、書きこめていない。 　　・持っているがまだ記入していない。

　　・都度、口頭で伝えてしまうことが多いので。 　　・使いたいと思っているがまだ。

　　・書くのが面倒。 　　・学校での支援がある（特別支援学校）。

　　・使用しようと思いながら使っていない。 　　・自分のノートに記入している。

　　・今から準備する。

● 現行の発達ノートについて
＜サイズについて＞　　　※現行はA６ （意見）

・現在のサイズで良い 60% 　　・持ち歩くには現在のサイズで良い。

・現在より大きめ希望 7% 　　・B5サイズぐらいが良い。

・現在より小さめ希望 3% 　　・カードタイプなど。

・無回答 30%

＜内容について＞

・とても役に立つ 3%

・役に立つ 33%

・あまり役に立たない 20%

・全く役に立たない 1%

・無回答 43%

● 発達ノートへの意見
・「発達ノート」という字が大きすぎて、公の場で出すのに抵抗がある。デザイン等もう少し改善して欲しい。

・扱いづらい。もっと活用できるように目立つ色、デザイン等にしてほしい。

・もう少し具体的に記入する項目を細かく仕切ってもらえるとよい。

・もう少し細かく項目が記入できる方が書きやすい。

・自分で記入するところが多い。利用する場所（病院など）で記入をお願いしにくい。

・子どもの行動に対しての対応を書くところが書きづらい。

・利用の仕方がわからない。活用例として、どんなものがあるか知りたい。

・どこでどんな場面での利用が適しているのか目的がわからない。

・よく知らず、使い方がわかっていない。

・利用する場所があまりない。

・使う機会がないが、いつ頃どこに通っていたかを一目でわかるので、それは今後使えるかもと思う。

・療育機関からもらう療育の様子や報告などを一緒にファイリングできると良いと思う。

・色々な場所で使えて、特典（値引き）とかあれば有難い。

発達ノートに関する項目について抜粋

平成29年度（4月～3月）専門療育利用者終了時アンケートより（回答数：138)　

外
見

記
入
項
目

・3歳児健診などで啓発してはどうか。これまでの相談記録など記憶にしかとどめていないことも多く、このノート
があれば使いやすい。

・子供が普段利用するところ、発達支援者のための施設だけではなく、学校やおけいこなどでも使えるような手
帳にしてほしい。

利
用
場
面
へ
の
希
望

利
用
方
法
が
不
明
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（質問）

（回答） 回答数
★ 障がい特性や本人の個性 8

障がい支援区分 1

★ 本人の成育歴　（いじめの経験など） 7

★ 生活歴、ライフストーリー　（今までにどんなことがあったのか） 8

★ 家族構成、家族関係 3

性格 1

睡眠 1

アレルギーの有無 1

★ 服薬情報 3

病歴 1

入院歴 1

通院歴 1

医療機関との連携について 1

周りとの連携について 1

利用機関 1

日中活動の様子 1

本人のニーズ 1

★ 本人の得意なこと、不得意なこと 3

★ 本人の好きなこと（もの）、嫌いなこと（もの） 4

★ 本人のできること、できないこと 3

本人の強みや弱み 2

★ 本人が興味があること、ないこと 3

趣味 1

アセスメント、支援計画 1

具体的な支援内容と結果 1

支援当初から移行時までの変化 1

利用後の様子 1

支援者から見た強み 1

コミュニケーションの取り方 1

コミュニケーションでの課題や特性 1

本人が嫌い（苦手）なことに対してどうなるか。また、どう対処していくか。 2

不安定になるきっかけや原因、その時の対応方法 1

これまでに起こった問題、対処法 1

問題行動、問題行動時の対応の仕方 2

以前の所属先でのいけないこと、認めていたこと 1

対応マニュアル 1

現在まで行っていた相談や支援について 1

現在の取り組み状況 1

現在の課題（問題）、困っていること 2

どんな情報でもできるだけ欲しい。 1

できるだけ簡単でしかも一定の情報が網羅された様式のもの。 1

成人期事業所向け公開講座受講者アンケートより
「支援の引き継ぎにおいて必要な情報等」について抜粋

必要な情報

　成人期事業所向け公開講座を受講した事業所に対してアンケート調査を行い、「支援の引き継ぎに
おいて必要な情報等」について、27事業所から自由記述で回答を得た。
　回答内容から情報項目ごとに仕分け、次のとおりの結果を得た。（回答数３以上には★）

相談機関（者）又は相談機関（者）が変わる時、どのような情報が以前の機関（者）から引
き継がれていると、相談や支援がスムーズに進みやすくなると思われますか？

資料８
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